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1. インターンシップとは

インターンシップとは「学生が在学中に、企業等にお
いて自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を
行うこと」[1]あるいは「学生が在学中に教育の一環とし
て、企業等で一定の期間行う職業体験およびその機会を
与える仕組み」[2] と定義されている [3]。大学生だけで
なく、高校生 [4]や小中学生 [5]のインターンシップの話
題を目にすることもある。

情報科学部では「インターンシップ」を 3年前期の専
門選択科目（2単位）として 2004年から開講している。
本稿では、多くの学生が「インターンシップ」の受講を
希望することを願って、この「インターンシップ」の概
要を紹介する。

2. 受講に際して

「インターンシップ」は他の科目と違って、講義だけ
でなく企業において企業の人の指導の下に研修を行うた
め、学生個人としてだけではなく九州産業大学情報科学
部の代表として見られることもある。漫然とした気持ち
で参加されたのでは、受け入れていただく企業にも大き
な迷惑になるし、場合によっては他の学生の就職にも影
響を及ぼす。そこで、履修に際して明確な意識を持って
いることを確認するため、4月の開講に先立ち、2年後期
の 1月の学科分け説明会（現在、情報科学部では 3年生
になる時点で所属する学科を決めている）の時に「イン
ターンシップ」の受講に関する説明を行い、以下の条件
で選考を行っている。

ア： 800字程度の自己ＰＲ文を提出すること。
イ： 2年前期終了時点で原則として 55単位以上を修得

していること（2年後期終了時点で 70単位以上の修
得が見込めること）

イの条件は、インターンシップに参加する学生は 3年次
なので次年度末に卒業する、すなわちインターンシップ
を終えて数ヶ月後には就職活動を開始するものと受け入
れ企業は想定しているとの声が聞かれたため、2006年か

ら条件として加えたものである。55および 70という単
位数は、4年次の卒業研究着手には 100単位以上の修得
が必要なことや履修登録の上限が年間 48単位であるこ
と、年間の平均修得単位数を考慮して決定した。

3. 実 施 状 況

「インターンシップ」の受講学生および受け入れ企業
の状況を表 1に示す。受講学生数は 2006年に激減した。
この理由としては、2006年以降、「インターンシップ」が
教職課程高等学校教諭一種（情報）における必修科目で
はなくなったことの影響が大きいのではないかと推測し
ている。2007年は少し増え、14人が受講した。また、受
け入れていただいた企業は毎年 10社前後である。福岡
市内の企業以外に、年によって熊本市や北九州市、久留
米市の企業があった。2007 年は初めて東京の企業にも受
け入れていただいた。就職において地元志向の強い学生
の中から 1人でも首都圏の企業での就業を体験できるの
は貴重と考えている。

表 1 受講学生および受け入れ企業の状況

2004 2005 2006 2007
受講学生数 20 27 10 14
受け入れ企業数 8 15 9 11

4. 講義および研修の内容

前期期間中の講義の内容についてはシラバス [6]に記
している。外部の講師により、キャリアプランについて
の講演（1回）やビジネスマナー（2回）、ビジネスコミュ
ニケーション（2回）の研修を実施しているのが特徴で
ある。
企業での研修の内容に関しては、2006年度の例を下記
に示す。必ずしも大学の授業で習ったことの延長線上の
内容ばかりではないが、十分な指導が行われており、参
加した学生の満足度は高い。
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•サーバ構築
•ホームページ作成
•データベース構築
•同行営業活動、提案資料作成補佐
•プロジェクト体験
•工事・保守や営業という会社の一連の業務の体験

5. 最 後 に

企業での就業体験は、体験した学生のその後の就職活
動に大きな影響を与えていると思われる。企業からの評
価も高く、毎年 1、2名が研修を行った企業に内定してい
る。また、就職してから 3年以内に 3割と言われる離職
率 [7]の低下にも少なからず寄与していくものと考えて
いる。多くの学生に是非受講してもらいたい。
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